
2022/12/19

1

国を越えてつながり、
問いと学びを生み出す教育実践

ーICTを活⽤した⽇常的合同学習を通してー

サンホセ⽇本⼈学校(コスタリカ)
現所属：茨城県つくば市⽴島名⼩学校

宮本 豪

1

コスタリカ

2

コスタリカ

3

豊かな海
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豊かな
熱帯雨林

5

『生物の楽園』

6

軍隊を持たない「平和の国」

7

陽気な人々
合言葉は『Pura vida!!』
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サンホセ日本人学校

9

太平洋

カリブ海首都：サンホセ

10

敷地内は
フルーツ天国

11

小学部 ７名 中学部 ４名
12
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学年の隔たりがない
温かな学校

13

新型コロナウイルスによる
影響

14

R２年度４〜１２月
R３年度５月〜７月

約１年のオンライン授業

15

×対面
×隙間時間
×現地校などの外部交流

コミュニケーションの
機会が激減
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サンホセ校

全校児童生徒10名程度

17

小規模なため多様な考えに触れづらい

課題

18

小規模なため多様な考えに触れづらい

課題

多様な「問い」が生まれにくい

19

大きな課題の解決

大きな変化へのチャンス

20
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「AG5」事業…ICTを活用した遠隔での教育の質向上

アグアスカリエンテス日本人学校（メキシコ）

との合同研究

21

ICTを活用した日常的合同学習

人間関係の拡大
多様な意見・価値観との交流

22

国を越えてつながり

問いと学びを生み出す

23

児童生徒の

思考力・判断力・表現力を

大きく向上させることができる！？

24
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どのように

研究を進めてきたのか

25

１年目 「出会い」

これからのパートナー

として互いを知る

26

２年目 「手立て」の追求

オンラインによる

「主体的・対話的で深い学び」

を実現するために…

27

２年目 「手立て」の追求

合同研修会

28
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見出した手立てをまとめる
①グラフィックレコーディング

29 30

見出した手立てをまとめる
②パターンランゲージ

「困り感のある状況」

「手立て」

「結果」

31

２年目 「手立て」の追求１年目 「出会い」

３年目

32
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合同学習の

日常化

33

「特別」を

「普通」に

34

直接交流

合同学習

間接交流

35

直接交流 ５１回

合同学習

間接交流 ３７回

2021年５月〜2022年１月
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直接交流の実践紹介

37

中１〜中３
複式 数学

異なる学習段階を
あえて活用した授業

38

小４ 社会

オンライン合同授業でも
活発な話合いを！

39

小１ 道徳

役割演技で、友達の言動に
「！」「？」がたくさん！

40
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中１〜中３
複式 総合的な学習の時間

オンラインゲストティーチャー
と仕事について協議する

41

間接交流の実践紹介

42

小３ 社会

「わたしの住む市の様子
君の住む市の様子」

発表動画交流
感想交流

43

中１ 道徳

授業外でも「問い」を
持ちかけ、意見を交わす

44
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小６ 音楽

一人学級でも
オンラインで合奏！

45

ＩＣＴを推進していく上で気になること…

46

ＩＣＴが苦手な教員はいなかったのか

47

たくさんいました！

48
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49

どうやって教員の
資質・能力を向上させたのか

50

①研究用ルーブリックの作成

51

＜教員用＞（一部抜粋）

52
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＜児童生徒用＞（一部抜粋）

53

②PMIQシートの活用

54

55

もはや
職務に
欠かせない
ものに

56
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さらにより良い授業をつくるために

57

合同学習の簡易報告書
作成

58

59 60
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61

記録を重ねる ⇨ 十分でない項目が明確になる

授業改善の指標に

62

課題の解決に向けて…

合同研究授業

63

小学部６年

特別な教科道徳 「友達とは」 （B 友情・信頼）

（２０２１ . １０ . １４）

64
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SJ校： １名
AC校： ２名

・自分から発言するのが苦手

・自分の考えをもったり，考えを

まとめたりするのが苦手

（そもそも話合いが苦手）

65

本授業のポイント

66

「良い話の聞き方」ルーブリックの活用

これまで行ってきた

国語の合同授業で

作成

67

独自のシンキングツール「モグラチャート」

「問い→対話→問い→対話

→…」のサイクルを繰り返す

主題について考えを深める

（掘り深める）

68
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Googleドキュメントシートによるまとめ

互いの意見を可視化

69

・自ら問いを立て，意見を発表し，

児童主体で話合いを進めることができるようになった。

・問いが焦点化されたこと，話合いの仕方が定着したことで，

より話し合いが活発化し，新たな考えの深まりや広がりがみられた。

・対話が十分に行われ，友人の意見が可視化できることで，

自分の気持ちの変化や考えが伝わるまとめを書けるようになった。

70

授業分析→手立て
の日常化

71

研究成果

72
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研究用ルーブリックによる
資質・能力の変化

73

教員の資質・能力

74

教員の資質・能力

75

児童生徒の資質・能力

76
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子どもたちの声

「早くまた会いたいな」
「サンホセアグアス○年学級ですね」
「ここで思ったことを□□さん達にも教えた
い！」
「メキシコにも行ってみたい！」

日本に帰った後の交流にも！！

77

子どもたちの声

「考えたこともない意見をたくさん聞けた」
「〇〇さんが言っていたことをもっと考えたい」
「□□さんが言いたいことがなんだろう？」
「一緒に考えたい！」

つながることで、新たな問いや思いが
生まれた！！

78

教員のつながりも

79

R4合同授業はまだまだ続く

アグアス校

アスンシオン校

パナマ校
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日本でも合同授業

81

つながりが増える →  発見が増える

82

つながりが
可能性を広げる

83

ご清聴ありがとうございました。

つくば市立島名小学校 宮本豪

84


